
４

　

永
ら
く
ご
愛
読
を
い
た
だ
き
ま
し
た
『
ゆ
と
ろ
ぎ
通
信
』

は
本
号
を
も
っ
て
終
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
４
月
か
ら

羽
村
市
の
生
涯
学
習
情
報
を
総
合
し
た
新
情
報
紙
『
月
刊

ひ
ろ
ば
』
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
羽
村
市
体
育
協
会
が
『
体
協
だ
よ
り
』、
羽

村
市
文
化
協
会
が
『
文
化
協
会
だ
よ
り
』、
は
む
ら
総
合
型

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
む
す
ぽ
が
『
は
む
す
ぽN

EW
S

』、

市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
む
ら
（
羽
村
市

社
会
福
祉
協
議
会
）
が
『JO

IN
T

〜
助in

人
』、
羽
村
市
教

育
委
員
会
（
ゆ
と
ろ
ぎ
）
が
『
ゆ
と
ろ
ぎ
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
』

『
ゆ
と
ろ
ぎ
通
信
』
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
発
行
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
度
、
こ
れ
ら
を
ひ
と
つ
に
集
め
た
『
月
刊
ひ

ろ
ば
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
月
刊
ひ
ろ
ば
』
は
A
４
判
８
ペ
ー
ジ
（
２
色
刷
）
で
毎

月
15
日
に
『
広
報
は
む
ら
』
と
と
も
に
市
内
各
戸
の
郵
便

受
け
に
お
届
け
し
ま
す
。
さ
ら
に
、こ
の
う
ち
年
４
回
（
５
・

８
・
11
・
１
月
発
行
）
は
16
ペ
ー
ジ
の
増
刊
号
と
な
り
ま
す
。

市
内
各
所
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
や

講
座
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民
活
動
、
サ
ー
ク
ル
・
団
体

の
会
員
募
集
情
報
な
ど
を
１
つ
の
情
報
紙
で
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

市
外
の
ゆ
と
ろ
ぎ
フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ま
へ

　

ゆ
と
ろ
ぎ
の
お
客
さ
ま
は
羽
村
市
民
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
思
い
か
ら
『
ゆ
と
ろ
ぎ
通
信
』
も
羽
村
市
隣

接
地
域
に
も
新
聞
折
り
込
み
で
お
届
け
し
て
い
ま
し
た
。

新
年
度
か
ら
は
『
月
刊
ひ
ろ
ば
』
に
掲
載
さ
れ
る
ゆ
と
ろ

ぎ
の
情
報
を
抽
出
し
た
お
知
ら
せ
（
A
３
判
裏
表
）
を
隔

月
で
新
聞
折
り
込
み
で
お
届
け
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.ham

ura-tokyo.jp/sim
in/

）
と
合
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

２
０
１
０
年
４
月
か
ら
、
羽
村
市
の

生
涯
学
習
情
報
が
『
月
刊
ひ
ろ
ば
』

に
な
っ
て
お
手
元
に
届
き
ま
す
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2007 年
（平成19年）

2008 年
（平成20年）

2009 年
（平成21年）

●
第
２
号
●（
06
年
６
月
15
日
）

●
第
３
号
●（
06
年
９
月
１
日
）

●
第
４
号
●（
07
年
１
月
５
日
）

バックナンバーで見る
ゆとろぎの４年間

○
特
別
企
画
「
新
井
達
也
と
能
面
彫
刻
の
世
界
」

能
面
作
品
展
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
／
観
世
流
能

楽
鑑
賞
会
／
ミ
ニ
講
座
「
能
楽
入
門
」
／
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
面
打
」
上
映

○
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
弦
楽
四
重
奏
団
／
名
曲
と
オ
ペ

ラ
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト「
歌
の
宝
石
箱
」
／
加
山
雄

三
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク

○
西
多
摩
百
景
写
真
展
／
ア
ー
トin

は
む
ら
展
Ⅵ

○
明
る
い
「
定
年
」
を
迎
え
る
た
め
の
総
合
講
座
／
油

絵
教
室
／
と
ん
ぼ
玉
体
験
教
室
／
水
彩
画
教
室
／
日

本
画
教
室
／
親
子
陶
芸
教
室
／
パ
ソ
コ
ン
講
座

○
サ
ロ
ン
で
ト
ー
ク
（
第
２
回
）

「
体
験
的
日
米
異
文
化
交
流
」
村
山
利
夫
氏

○
第
37
回
羽
村
市
文
化
祭

○
07
年
新
春
企
画
「
新
春
雅
楽
」

○
親
子
で
楽
し
む
音
楽
影
絵
劇
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」／

山
本
邦
山
ジ
ャ
ズ
・
ト
リ
オ
／
本
物
の
舞
台
芸
術
体

験
事
業
「
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
」

○
特
別
企
画「
新
井
達
也
と
能
面
彫
刻
の
世
界
」／
北

村
西
望
展

○
ゆ
と
ろ
ぎ
市
民
文
化
講
座
「
よ
み
が
え
れ
！
ア
ホ
ウ

ド
リ
」
／
詩
吟
体
験
教
室
／
と
ん
ぼ
玉
教
室
／
日
本

○
新
年
メ
ッ
セ
ー
ジ　

羽
村
市
長
／
ゆ
と
ろ
ぎ
協
働

事
業
運
営
市
民
の
会
／
羽
村
市
文
化
協
会

○
新
春
放
談
「
ゆ
と
ろ
ぎ
の
ゆ
く
年
く
る
年
」

○
新
春
企
画
「
新
春
雅
楽
」

○
山
本
邦
山
ジ
ャ
ズ
・
ト
リ
オ

○
中
根
喜
七
郎
氏
寄
贈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

○
キ
ー
ボ
ー
ド
バ
ン
ド
を
作
ろ
う

○
ゆ
と
ろ
ぎ
工
房
講
座
作
品
展

○
平
成
19
年
度
講
座
企
画
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

○
舞
台
裏
「
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奮
闘
記
」

●
第
５
号
●（
07
年
４
月
１
日
）

○
連
載「
私
の
生
涯
学
習
」（
第
１
回
）
渡
部
清
孝
さ
ん

○
漆
原
智
良
の
世
界
／
山
中
桃
子
原
画
展
／
講
演
会

「
漆
原
智
良
と
立
松
和
平
児
童
文
学
を
楽
し
む
」

○
ゆ
と
ろ
ぎ
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○
金
管
五
重
奏
に
よ
る
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
・
コ
ン

サ
ー
ト
／
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
バ
レ
エ

○
西
多
摩
百
景
写
真
展
／
第
１
回
ゆ
と
ろ
ぎ
工
房
講

座
作
品
展

○
19
年
度
ゆ
と
ろ
ぎ
工
房
開
催
予
定
講
座

○
府
中
市
美
術
館
を
研
修
訪
問
し
ま
し
た
／
も
う
、

見
ま
し
た
か
？
『
電
子
版
月
刊
ゆ
と
ろ
ぎ
』
を

●
第
６
号
●（
07
年
７
月
１
日
）

○
並
木
恒
延
作
品
展
「
う
る
し
30
年
の
軌
跡
」

○
連
載「
私
の
生
涯
学
習
」（
第
２
回
）藤
田
ひ
ろ
み
さ
ん

○
ス
ト
リ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
／
新
日
本
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
コ
ン

サ
ー
ト

○
ゆ
と
ろ
ぎ
へ〝
美
術
の
散
歩
〞し
ま
せ
ん
か
？
／
07
年

展
示
事
業
の
開
催
予
定

○「
明
る
い
定
年
を
迎
え
る
た
め
の
総
合
講
座
」
第
２
回

○「
今
は
昔
」の
お
話
で
す
が
、文
化
祭
の
起
源
を
探
っ

て
み
ま
し
た

○
サ
ロ
ン
で
ト
ー
ク（
第
３
回
）「
体
験
的
絲
繍
之
路
映

像
紀
行
」
平
田
栄
一
氏

○（
株
）
桝
屋
創
業
百
周
年
記
念
事
業
で
「
ゆ
と
ろ
ぎ

寄
席
」
の
入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
／
ゆ
と
ろ
ぎ
が

「
東
京
建
築
賞
」
を
受
賞

●
第
７
号
●（
07
年
10
月
１
日
）

○
連
載「
私
の
生
涯
学
習
」（
第
３
回
）及
川
真
一
さ
ん

○
ゆ
と
ろ
ぎ
開
館
３
周
年
記
念
事
業「
羽
村
市
民
第

九
演
奏
会
」／
劇
団
仲
間
講
演『
森
は
生
き
て
い
る
』

○
第
38
回
羽
村
市
文
化
祭

○
文
化
講
演
会「
高
齢
化
社
会
の
光
と
影
」小
林
宏
行
氏

○
サ
ロ
ン
で
ト
ー
ク（
第
４
回
）
　
「
ア
フ
リ
カ
の
大
地
に

挑
み
続
け
る
菅
原
義
正
と
日
野
レ
ン
ジ
ャ
ー
」菅
原

●
第
８
号
●（
08
年
１
月
１
日
）

○
新
春
鼎
談　

今
井
大
宰
氏
（
文
化
協
会
会
長
）・
関

沢
和
代
氏
（
ゆ
と
ろ
ぎ
市
民
の
会
会
長
）・
田
中
繁

生
氏
（
ゆ
と
ろ
ぎ
セ
ン
タ
ー
長
）

○
連
載「
私
の
生
涯
学
習
」（
第
４
回
）塩
田
真
紀
子
さ
ん

○
陶
芸
展　
「
陶
の
世
界　

臼
井
一
紀
」

○
ゆ
と
ろ
ぎ
文
化
講
演
会
金
田
一
秀
穂
氏

○
芸
術
観
賞
事
業
案
内
／
展
示
事
業
案
内
／
学
習
文

化
事
業
案
内
／
08
年
協
働
事
業
企
画
案

○
講
座
か
ら
誕
生
し
た
油
絵
サ
ー
ク
ル
「
ア
ー
ト
フ

レ
ン
ド
」／
ス
テ
ー
ジ
裏
の
記
念
碑
／
国
分
寺
か
ら

ゆ
と
ろ
ぎ
を
訪
問

●
第
９
号
●（
08
年
５
月
１
日
）

○
特
集
「
羽
村
ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席
」

○
連
載「
私
の
生
涯
学
習
」（
第
５
回
）新
島
二
三
彦
さ
ん

○
ゆ
と
ろ
ぎ
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
／
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ー

ゴ
・
ヴ
ォ
ル
フ
・
ピ
ア
ノ
三
重
奏
団

○
初
夏
の
ゆ
と
ろ
ぎ
イ
ベ
ン
ト
・
ガ
イ
ド
／
09
年
３
月

特
別
公
演
「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」

○
市
民
の
会
で「
ゆ
と
ろ
ぎ
友
の
会
」を
立
ち
上
げ
ま

す
／
ち
ょ
っ
と〝
カ
フ
ェ
〞し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
第
10
号
●（
08
年
８
月
１
日
）

○
夏
休
み
家
族
イ
ベ
ン
ト
大
特
集

「
ゆ
と
ろ
ぎ
大
恐
竜
展
」
／
コ
ン
サ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・

キ
ッ
ズ
／
キ
ッ
ズ
＆
テ
ィ
ー
ン
ズ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

ル
ー
ム
／
羽
村
ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席
子
ど
も
ス
ペ
シ
ャ

ル
○
連
載「
私
の
生
涯
学
習
」（
第
６
回
）櫻
沢
ヤ
ス
子
さ
ん

○
寄
稿
「
室
内
楽
の
愉
し
み
」
渡
邊
學
而
氏
／
ウ
ィ
ー

ン
・
フ
ー
ゴ
・
ヴ
ォ
ル
フ
・
ピ
ア
ノ
三
重
奏
団

○
ゆ
と
ろ
ぎ
イ
ベ
ン
ト
・
ガ
イ
ド
／
中
高
年
を
い
き

い
き
と
過
ご
す
た
め
の
講
座
／
工
藤
い
づ
み
手
織

作
品
展
／
ユ
ニ
ッ
ト
さ
さ
か
ま
コ
ン
サ
ー
ト

○
ゆ
と
ろ
ぎ
の
一
時
保
育
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
／
生
涯

学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
の
設
立
へ

●
第
11
号
●（
08
年
11
月
１
日
）

○
ゆ
と
ろ
ぎ
開
館
３
周
年
記
念
「
は
む
ら
の
『
第
九
』

演
奏
会
」
／
人
形
浄
瑠
璃
文
楽

○
連
載「
私
の
生
涯
学
習
」（
第
７
回
）小
林
清
志
さ
ん

○
古
瀬
陽
子
コ
ン
サ
ー
ト

○
ゆ
と
ろ
ぎ
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
お
菓
子
の

船
／
む
か
し
む
か
し
ゾ
ウ
が
き
た
／
カ
ン
ジ
ヤ

マ
・
マ
イ
ム

○
秋
の
ゆ
と
ろ
ぎ
イ
ベ
ン
ト
・
ガ
イ
ド

○
天
井
の
高
さ
が
作
品
を
活
か
し
て
く
れ
たK

A
S
U
R
I

展
／
大
田
文
化
の
森
運
営
協
議
会
の
み
な
さ
ん
と

●
第
12
号
●（
09
年
３
月
１
日
）

○
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
火
の
鳥
」

○
特
別
寄
稿
「
並
木
恒
延
イ
タ
リ
ア
を
行
く
」

○
連
載「
私
の
生
涯
学
習
」（
第
８
回
）水
野
桂
子
さ
ん

○
座
談
会
「
ゆ
と
ろ
ぎ
協
働
事
業
の
３
年
を
振
り
返
っ

て
」

○
リ
ポ
ー
ト
「
は
む
ら
『
第
九
』
演
奏
会
」／
生
涯
学

習
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
は
む
ら

○
09
年
上
期
の
ゆ
と
ろ
ぎ
イ
ベ
ン
ト
・
ガ
イ
ド
／
09
年

度
の
事
業
計
画
案

○
市
民
の
会
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
イ
ト
」
が
４
月
か

ら
本
格
ス
タ
ー
ト

●
第
13
号
●（
09
年
６
月
１
日
）

○
特
集
「
櫻
井
保
秋
回
顧
展
」

○
ア
ー
ト
in
は
む
ら
展
Ⅸ

○
新
講
座
紹
介
「
世
界
の〝
今
〞を
知
る
」（
第
２
回
）

　

中
国
雲
南
省
の
少
数
民
族

○
は
む
ら
風
の
コ
ン
サ
ー
ト
／
フ
レ
ッ
シ
ュ
名
曲
コ
ン

サ
ー
ト
／
親
子
の
た
め
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
「
音
楽
の
絵
本
」

○
６
月
〜
９
月
の
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

○
お
互
い
の〝
思
い
や
り
〞で
快
適
な
ゆ
と
ろ
ぎ
を
／
子

育
て
マ
マ
の
読
書
タ
イ
ム
を
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
が

サ
ポ
ー
ト

●
第
14
号
●（
09
年
９
月
１
日
）

○
連
載「
私
の
生
涯
学
習
」（
第
９
回
）青
柳
有
佳
さ
ん

○
チ
ェ
ロ
三
昧
／
グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演

奏
会
／
国
立
音
楽
大
学
ブ
ラ
ス
オ
ル
ケ
ス
タ
ー
演

奏
会

○
神
津
善
行
音
楽
文
化
講
座
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
が
街
に
や
っ

て
来
る
！
／
09
ゆ
と
ろ
ぎ
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
「
お
い
で
よ
ゆ
と
ろ
ぎ
の
森
へ
」
／
劇
団
プ
ー

ク
人
形
劇
「
ち
び
っ
こ
カ
ム
の
ぼ
う
け
ん
」

○
９
月
〜
12
月
の
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

○
ゆ
と
ろ
ぎ
市
民
の
会
新
会
員
募
集
説
明
会
／
友
の
会

の
ネ
ッ
ト
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

●
第
15
号
●（
09
年
12
月
１
日
）

○
連
載「
私
の
生
涯
学
習
」（
第
10
回
）高
橋
武
治
さ
ん

○
新
装
開
演
ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席

○
ゆ
と
ろ
ぎ
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ア
タ
ー「
草
む
ら
の
宇
宙
」

○
西
多
摩
百
景
写
真
展
／
織
作
峰
子
に
学
ぶ
や
さ
し

い
写
真
教
室
／
ゆ
と
ろ
ぎ
所
蔵
作
品
展
／
大
野
美

代
子
展

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
「
日
本
語
教
師
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
入
門
」
／
人
生
を
楽
し
む
極
意

○
サ
ロ
ン
で
ト
ー
ク
（
第
５
回
）「
青
柳
有
佳
さ
ん
の

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談
」

○
12
月
〜
３
月
の
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

○
第
40
回
を
迎
え
た
羽
村
市
文
化
祭
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
／
ゆ
と
ろ
ぎ
で
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ

新・楽
学
遊
空間

交
流
／
『
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
』
で
ゆ
と
ろ

ぎ
の
花
壇
が
優
秀
賞
受
賞

義
正
氏

○
07
年
後
期
「
ゆ
と
ろ
ぎ
工
房
」
が
ス
タ
ー
ト
／
「
ゆ

と
ろ
ぎ
」
ア
カ
デ
ミ
ア
の
新
講
座

○
ゆ
と
ろ
ぎ
で「
協
働
」を
研
究
／
コ
ナ
モ
ー
レ
が
プ

チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
／
防
災
訓
練
を
実
施

画
初
心
者
教
室
／
パ
ソ
コ
ン
講
座

○
舞
台
裏
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
運
営
委
員
会
」
／
ア
ー
ト

in
は
む
ら
展
体
験
記
／
ハ
ー
ト
を
魅
了
し
た
弦
楽

四
重
奏
団

羽村市生涯学習センターゆとろぎ宣言
羽村市生涯学習センタ―「ゆとろぎ」は、すべての市民
がゆとりの時間とくつろぎの空間のもと、一生涯を通じ
て楽しく学び合い、交流し、発信する豊かな知的創造空
間を提供し続けます。（『季刊ゆとろぎ』創刊号より）

2006 年
（平成18年）

●
創
刊
号
●（
06
年
４
月
１
日
）

○
ゆ
と
ろ
ぎ
宣
言

○
津
軽
三
味
線
「
岡
田
修
の
世
界
」／
マ
サ
教
授
の
楽

し
い
ピ
ア
ニ
カ
講
座
＆
愉
快
な
仲
間
／
ロ
ス
・
イ
ン

デ
ィ
オ
ス
＆
ア
リ
シ
ア
／
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
弦

楽
四
重
奏
団

○
絵
本
『
と
も
だ
ち
や
』
原
画
展
／
絵
詞
作
家
・
詩

人
内
田
麟
太
郎
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

○
明
る
い
「
定
年
」
を
迎
え
る
た
め
の
総
合
講
座
／
押

し
花
ア
ー
ト
教
室
／
陶
芸
教
室
／
油
絵
教
室
／
と

ん
ぼ
玉
体
験
教
室
／
水
彩
画
教
室
／
日
本
画
教
室

／
親
子
陶
芸
教
室
／
パ
ソ
コ
ン
講
座

○
サ
ロ
ン
で
ト
ー
ク
（
第
１
回
）

「
体
験
的
現
代
中
国
事
情
」
安
達
武
史
氏

（
撮
影
／
平
田
栄
一
）

３
ゆとろぎ通信 Vol.8（終刊号） 2010 年３月 10日
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